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Abstract : 
 The present study aimed to elucidate the levels of knowledge and awareness regarding breast cancer in female 
undergraduates majoring in medical and non-medical fields, and their mothers, and communication between the 
daughters and their mothers regarding breast cancer.  An anonymous questionnaire was mailed to both female 
undergraduates and their mothers.  
 The subjects comprised 87 mother/daughter pairs in medical fields (responses: 51.6%, valid questionnaires: 40.5%), 
and 89 mother/daughter pairs in non-medical fields, (responses: 35.0%, valid questionnaires 29.7%), totaling 176 pairs.  
Students in medical fields had significantly greater knowledge and awareness regarding breast cancer compared to 
their counterparts in non-medical fields.  In addition, there was significantly close communication from students in 
medical fields to their mothers about breast cancer, compared to those in non-medical fields.  On the other hand, 
mothers in medical fields and those in non-medical fields showed no significant difference in knowledge and awareness 
regarding breast cancer, and in communication from mother to daughter regarding breast cancer.  A comparison of 
daughters in medical fields and their mothers revealed no difference in breast cancer knowledge.  In addition, there 
was no difference in their ‘Interest in breast cancer’ and ‘Intention to carry out regular breast self-examinations’.  
Furthermore, there was no difference in communication of breast cancer knowledge from mothers to daughters and 
vice versa.  A comparison of daughters in non-medical fields and their mothers revealed that the mothers had 
significantly greater knowledge and awareness regarding breast cancer, and it was mostly the mothers who 
communicated breast cancer knowledge to their daughters.  
 In conclusion, female undergraduates in medical fields, with higher knowledge and close communication with their 
mothers regarding breast cancer, might have ability to promote breast cancer screening to their mothers.  Education 
to female undergraduates in non-medical fields and motivation for communication between mothers and daughters 
regarding breast cancer is considered to be important to raise their awareness. 
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Ⅰ．緒言 
1994 年以降，乳がんはわが国女性のがん罹患の第 1
位であり，30 歳代以上のすべての年代に乳がん罹患率
の増加が認められている 1）。また，30 歳代から 65 歳未
満の女性のがん死亡の第 1 位であり，その年齢調整死
亡率は年々増加している 2）。わが国で 2000 年から導入
されたマンモグラフィによる乳がん検診は，欧米では
乳がん死亡率の減少効果が明らかな検診法であり，現
在，40 歳以上の女性に対して 2 年に 1 回の検診が勧め
られている。 
マンモグラフィの導入に際しては，検診環境の整
備・精度の向上とともに社会を巻き込んだ普及啓発が
実施されてきた。2004 年の本格的導入後，約 9 年が経
過し，検診実施の機会と場は全国的に整いつつあり 3），
女性の乳がんへの関心や検診に対する認知度は高まっ
ている 4）5）。しかし，その検診受診率は未だ低率であり6），
さらなる検診環境の向上および受診を促すような効果
的な乳がん啓発教育プログラムが早急に必要とされて
いる。 
著者らは，中高年女性に乳がん検診受診率向上を目
的とした啓発教育を実施し，乳がんの動向，マンモグ
ラフィ検診の有効性、乳房自己検診法などの知識や技
術を提供してきた。啓発教育の結果には，参加者の乳
がんに関する意識の高まり，乳房自己検診実施者の増
加という一定の効果がみられたが，検診受診行動に変化
は認められなかった 7）8）。この結果から，対象者個人へ
の介入だけでは受診行動の変容は難しいと考えられた。 
受診行動に影響を与える要因のひとつに，同性であ
る母親とその娘の保健知識の伝承があげられる。黒田
ら 9）は，青年期女性の乳房セルフケア行動に関する母
親からの影響を調査し，母親から月経や妊娠などに関
する保健知識を与えられたと認識している者，母親が
乳房自己検診を実施していると認識している者に，乳
房セルフケア行動を行なっている率が有意に高かった
ことを報告している。また，鈴木 10）は，娘の月経に関
する保健行動が母親の影響を受けていること，月経に
関して母親の保健行動から娘は学習し，同様の保健行
動を行なっていたことを明らかにした。これらの研究
結果は，母親の乳がん検診受診行動や積極的保健教育
態度が，娘に有効な影響を及ぼす可能性を示唆してい
る。すなわち，乳がんの好発年齢にある更年期の母親
世代にとって重要な，乳がんに関する伝達が娘に行な
われやすいことが考えられる。そこで，娘と母親間の
保健知識の伝承に着目し，娘と母親世代を対象とした
乳がん検診啓発教育プログラムを考案したいと考えた。 
乳がん罹患率のピークは 40 歳代後半～50 歳代前半
であり，母親世代の検診受診率を高めるための方策が
望まれる。また，母親の乳がん検診受診行動や積極的
保健教育態度が娘に影響を与え，青年期から乳房に対
して関心を持つ動機づけとなるならば，将来の娘自身
の乳がん検診受診行動を促進し得るだけでなく，彼女
らが親となったとき，その子どもの検診受診行動にも
影響を与えることが期待される。さらに，活発な乳が
ん啓発活動が行われている現在では，娘から母親に乳
がんに関する何らかの情報が伝達されていることも考
えられ，今後，娘が母親の検診受診行動に影響を与え
ることも期待できる。 
しかし，現在，娘と母親間の乳がんに関する知識や
意識，伝達についての実態は全く知られていない。そ
こで，本研究では乳がんに関する知識や意識の違いが
出やすい対象として，医療系女子大学生（以下，医療
系娘）とその母親（以下，医療系母親），および非医療
系女子大学生（以下，非医療系娘）とその母親（以下，
非医療系母親）の乳がんに関する知識や意識，伝達の
実態を明らかし，新たな乳がん啓発教育の基礎資料を
検討することを目的とした。 
 
Ⅱ．用語の定義 
１．乳がんに関する知識・意識：娘と母親の乳がん，
乳がん検診および乳房自己検診に関する知識およ
び関心，意向。 
２．伝達：母親から娘へ，あるいは娘から母親に乳房
や乳がん，乳がん検診および乳房自己検診に関す
る知識が伝わること。 
 
Ⅲ．研究の枠組み 
 本研究では，図 1 のような枠組みを設定した。先行
研究結果から，娘と母親の知識や意識，伝達に影響を
及ぼすと考えられる要因として，娘および母親の年齢，
娘の専攻，学年，母親の職業(形態)，健康認識，受診状
況，娘と母親の母子関係，社会的要因として周囲の乳が
ん経験者の有無，乳がんに関する教育経験をあげた。 
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図 1 研究の枠組み 
 
Ⅳ．研究方法 
１．研究デザイン 
関連探索研究 
２．調査対象 
Ａ県のＢ大学に在籍中の看護学専攻女子大学生 1～4
年生とその母親 215 組，および教育学専攻女子大学生 1
～4年生とその母親 300 組，計 515 組を対象とした。 
３．調査期間 
2009 年 7 月～10 月 
４．調査方法 
郵送法により，独自に作成した無記名自記式質問紙
調査を実施した。 
５．調査内容 
１）対象者背景 
年齢，学部・専攻（娘のみ），職業・職業形態（母
親のみ），既往歴，現病歴，周囲の乳がん経験者の有
無およびその続柄など 8項目。 
２）乳がんの教育を受けた経験 
乳がんの教育を受けた経験について「ある」「ない」
「覚えていない」から選択。 
３）健康認識 
健康への関心（「非常に関心がある」～「全く関心が
ない」）の 5段階から選択。 
４）受診状況 
一般健診，乳がん検診受診の有無と頻度，乳房自己
検診実施の有無と頻度 
５）娘と母親の母子関係 
先行研究 9）11）を参考に，以下を母子関係とした。 
（１）娘と母親の同居の有無 
娘と母親の回答をマッチングし，無回答および娘と
母親の回答が合わない場合は「不明」とした。 
（２）日常会話状況（「よく話す」～「ほとんど話さな
い」）の 4段階から選択。 
（３）娘と母親間の乳がんに関する会話状況 
「よく話す」「時々話す」「あまり話さない」「ほと
んど話さない」「話したことがない」から選択。 
（４）母親から娘に伝達された保健知識 
①月経 ②避妊 ③性感染症 ④妊娠 ⑤出産 ⑥
子育て ⑦子宮がん（検診）⑧乳がん（検診）の 8 項
目について，母親には娘に伝達したかどうか，娘には
母親から伝達されたかを問い，「ある」「ない」「覚え
ていない」から選択してもらい，母親と娘の回答マッ
チングを行なった。母親も娘も「ある」と回答がマッ
チした場合のみ「1点」として得点化し，母親と娘の回
答が合わない場合，すべて「ない」に区分し，「0 点」
とした（合計 8点満点）。 
６）乳がんに関する知識 
（１）乳がん検診知識 
乳がん検診方法である「マンモグラフィ」「視触診」
「超音波エコー」「乳房自己検診」について知っている
かを問い，知っているものに「1点」を与え，得点化し
た（合計 4点満点）。すべて知らない場合は「どれも知
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らない」を選択してもらい，「0点」とした。 
（２）乳房自己検診知識の程度 
「内容を知っている」「聞いたことがあるが、内容は詳
しく知らない」「内容を知らない」から選択。 
（３）乳がん知識 
先行研究 4）5）を参考に，乳がん罹患・死亡の動向，
検診の有効性，初発症状など，一般的と思われる乳が
ん知識 8 項目について知っているかを問い，知ってい
るものに「１点」を与え，得点化した（合計 8 点満点）。
すべて知らない場合は「どれも知らない」を選択して
もらい，「0点」とした。 
７）乳がんに関する意識 
乳がんに対する関心，乳がん検診受診の意向，乳房
自己検診実施の意向，羞恥心，検診方法への不安，乳
がんが見つかることへの恐怖心の 6 項目に関して「非
常にそう思う（5点）」～「全くそう思わない（1点）」
の 5段階尺度で選択。 
８）乳がん知識の伝達状況 
前述の乳がん知識 8 項目に「乳がん検診は恥ずかし
い」「マンモグラフィ検診は痛い」の 2項目を加え，伝
えたことがあるかを問い，伝えたことがあるに「1点」
を与え，得点化した（合計 10 点満点）。 
６．分析方法 
各項目の単純集計後，①医療系娘・非医療系娘 ②
医療系母親・非医療系母親 ③医療系娘・医療系母親 
④非医療系娘・非医療系母親別に 2 群比較を行った。
また，娘に関しては学年進行による知識および意識の
違いを考慮し，⑤学年（1,2 年生・3,4 年生）別の比較
を行った。分析は，統計ソフト SPSS17.0 J for Windows
を使用し，有意水準は 5％未満とした。 
７．倫理的配慮 
まず，対象者が所属する学部の責任者に書面と口頭
にて研究の趣旨，方法，倫理的配慮について説明し，
対象者への研究協力の依頼に対する許可と同意を得た。 
次に，娘に研究目的，方法，内容，倫理的配慮につ
いて口頭および書面にて説明し，母親への研究協力は
娘に依頼した。協力意思のある者に，娘および母親用
の依頼文書と質問紙，返信用封筒を 2 部配布し，個人
情報保護のため無記名にて娘と母親それぞれに著者宛
に郵送してもらい，その返却をもって研究への協力を
得たものとした。なお，本研究は著者が在籍している
大学の医学部倫理審査委員会の承認を受けて実施した
（承認番号第 277 号）。 
 
Ⅴ．結果 
配布数 515 組のうち，回収数は医療系娘と母親 111
組（回収率 51.6％），非医療系娘と母親 105 組（回収率
35.0％）であった。本研究では，母親が「医療職」で
あった 36 組（乳がんに関する知識得点が高値）および
職業が「無回答・不明」であった 4 組を分析対象から
除いた。その結果，分析対象者数は医療系娘と母親 87
組，非医療系娘と母親 89 組となり，最終的な有効回答
率は医療系娘と母親 40.5％，非医療系娘と母親 29.7％
であった。 
 
１．対象者背景（表 1-1，1-2） 
医療系娘と非医療系娘の比較結果では，年齢に有意
な差を認めた（p＜0.01）。また，医療系に「3,4 年生」，
非医療系に「1,2 年生」が多く，学年に有意な差を認め
た（p＜0.001）。医療系に乳がん教育経験者が有意に多
かった（p＜0.001）。母親では，いずれの項目において
も 2群に有意な差を認めず，同質な対象者であった。 
 
２．受診状況 
 乳がん検診受診者は，医療系母親 51 名（58.7％），
非医療系母親 61 名（68.5％）で，そのうち，医療系 43
名（49.4％），非医療系 54 名（60.7％）が 2 年以内に
検診を受けていた。一方で，受診したことがない者は
医療系 35 名（40.2％），非医療系 28 名（31.5％）であ
った。受診状況に関して 2 群に有意な差を認めなかっ
た。 
乳房自己検診実施者は，医療系娘 15 名（17.2％），
非医療系娘 4 名（4.5％）であり，医療系に有意に実施
者が多かった（p＝0.007）。母親では，医療系 32 名
（36.8％），非医療系 26 名（29.2％）であり，2群に有
意な差を認めなかった。 
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３．娘と母親の母子関係 
同居は医療系42組（48.3％），非医療系70組（78.7％）
であり，非医療系に「同居」が有意に多かった（χ２
=17.56，p=0.000）。日常会話を「よくする」「時々する」
は医療系 93.6％，非医療系 97.1％であり，2 群に有意
な差を認めなかった（z=－0.17，p=0.868）。 
 母親から娘への保健知識の伝達状況を表2に示した。
8項目いずれにおいても有意な差を認めなかった。最も
伝達されていたのは「月経」，次いで「子育て」「出産」
の順であった。「避妊」「性感染症」「子宮がん（検診）」
の伝達は少なく，「乳がん（検診）」については医療系
13.8％，非医療系 15.7％であった。 
 乳がんに関する会話を「よくする」「時々する」は，
医療系 17.8％，非医療系 12.4％，「あまりしない」「ほ
とんどしない」は医療系 67.2％，非医療系 55.0％であ
った。「話したことはない」は医療系 14.9％，非医療系
32.6％と非医療系に多く，2 群に有意な差を認めた（z=
－3.36，p=0.001）。 
 
４．乳がんに関する知識・意識，知識の伝達状況 
１）乳がん検診および乳がん知識・意識、知識の伝達 
（１）娘，母親の医療系・非医療系別比較（表 3-1） 
娘では，乳がん検診および乳がん知識得点は医療系
が有意に高かった（p＜0.001）。乳がん意識では，「乳
がんに関心がある」「乳がん検診を定期的に受けたい」 
 
表 2 母親から娘への保健知識の伝達状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1－1 医療系・非医療系別 娘の背景 表 1－2 医療系・非医療系別 母親の背景 
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「乳房自己検診を定期的に実施したい」において，医
療系の得点が有意に高かった（p＜0.001）。また，検診
方法がわからず不安」は医療系の得点が有意に低かっ
た（p＜0.001）。「受診するのが恥ずかしい」「病気が見
つかるのが怖い」については，2群に有意な差は認めな
かった。このため，医療系に乳がん知識があり，意識
が高いという結果が示された。母親への乳がん知識伝
達得点も，医療系が有意に高かった（p＜0.001）。 
母親では，乳がん検診および乳がん知識，乳がん意
識，乳がん知識伝達得点のいずれの項目についても 2
群に有意な差は認めなかった。 
（２）医療系娘と医療系母親，非医療系娘と非医療系
母親別比較（表 3-2） 
医療系娘と医療系母親では，乳がん検診および乳が
ん知識得点に有意な差を認めなかった。乳がん意識で
は「乳がん検診を定期的に受けたい」において母親の
得点が有意に高かった（p＜0.001）。また，「受診が恥
ずかしい」「検診方法がわからず不安」「病気が見つか
るのが怖い」について，母親の得点が有意に低かった
（p＜0.001）。しかし，「乳がんに関心がある」「乳房自
己検診を定期的に実施したい」については，2群に有意
な差を認めなかった。また，乳がん知識伝達得点につ
いても，2群に有意な差を認めなかった。 
非医療系娘と非医療系母親では，乳がん検診知識お
よび乳がん知識得点は母親が有意に高かった（p＜
0.001）。乳がん意識では 6 項目の得点すべてに有意な
差を認め，母親の意識の方が高いという結果が示され
た（乳がんへの関心，p＜0.001；乳がん検診の定期的
受診，p＜0.001；乳房自己検診の定期的実施，p＜
0.001；受診が恥ずかしい，p＜0.001；検診方法がわか
らず不安，p＜0.001；病気が見つかるのが怖い，p＜
0.01）。乳がん知識伝達得点は、母親が有意に高かった
（p＜0.001）。 
（３）娘の学年別，医療系と非医療系別比較（表 3-3，
表 3-4） 
娘については，乳がんに関する知識・意識に学年差
があることが予測されるため，学年（1,2 年生と 3,4
年生）および医療系と非医療系別比較を行なった。 
医療系の学年別比較では，乳がん検診知識および乳
がん知識得点は，1,2 年生に比べて 3,4 年生が有意に高
かった（乳がん検診知識，p＜0.001；乳がん知識，p＜
0.01）。乳がん意識では「検診方法が分からず不安」に
おいて3,4年生の得点が有意に低かった（p＜0.05）が、
他 5 項目に差を認めなかった。母親への乳がん知識伝
達得点は，3,4 年生が有意に高く，学年進行との関係が
示された（p＜0.01）。 
非医療系の学年別比較では，乳がん検診知識および
乳がん知識得点に学年間で有意な差を認めなかった。
乳がん意識では，「乳がんに関心がある」が 3,4 年生で
有意に高かった（p＜0.05）が、その他の 5項目には差
を認めなかった。母親への乳がん知識伝達得点につい
ても，2群に有意な差を認めなかった。 
1,2 年生の医療系・非医療系別比較では，医療系の乳
がん知識得点が有意に高かった（p＜0.001）。乳がん意
識では「乳がんに関心がある」に差を認め、医療系の
得点が有意に高かった（p＜0.05）が，他 5項目に有意
な差を認めなかった。また，母親への乳がん知識伝達
得点については，2群に有意な差を認めなかった。 
3,4 年生の医療系・非医療系別比較では，乳がん検診
知識および乳がん知識得点は医療系が有意に高かった
（p＜0.001）。乳がん意識では，「乳がん検診を定期的
に受けたい」「乳房自己検診を定期的に実施したい」に
おいて，医療系の得点が有意に高かった（p＜0.01）。
また，「検診方法が分からず不安」が有意に低かった（p
＜0.01）。母親への乳がん知識伝達得点も医療系が有意
に高かった（p＜0.01）。 
 
２）乳房自己検診知識（表 4） 
（１）娘，母親の医療系・非医療系別比較 
娘では，医療系に「内容を知っている」が有意に多
かった（p＜0.001）。一方，母親では 2群に有意な差を
認めなかった。 
（２）医療系娘と医療系母親，非医療系娘と非医療系
母親別比較 
医療系では，娘に「内容を知っている」が有意に多
かった（p＜0.01）。非医療系では，娘に「内容を知ら
ない」が有意に多かった（p＜0.001）。 
（３）娘の学年別，医療系と非医療系別比較 
医療系の学年別比較では，1,2 年生に比べて 3,4 年生
に「内容を知っている」が有意に多かった（p＜0.001）
が，非医療系の学年別比較では 2 群に有意な差を認め
なかった。 
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  表 4 乳房自己検診に関する知識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1,2 年生の医療系・非医療系別比較では，非医療系
に「内容を知らない」が有意に多かった（p＜0.01）。 
3,4 年生の医療系・非医療系別比較では，医療系に「内
容を知っている」が有意に多かった（p＜0.001）。医療
系，特に 3,4 年生が乳房自己検診知識を有していた。 
５．受診状況と乳がん知識の伝達との関連 
 医療系娘において，乳房自己検診実施者の母親への
乳がん知識伝達得点は 3.07±1.79 点，未実施者は 2.00
±2.50 点であり，実施者の伝達得点が有意に高かった
（z=－2.12，p=0.034）。 
 非医療系母親において，乳がん検診受診者の娘への
乳がん知識伝達得点は 2.48±2.38 点，未受診者は 1.11
±1.79 点であり，受診者の伝達得点が有意に高かった
（z=－2.99，p=0.003）。 
 
Ⅵ．考察 
１．対象者の特徴 
本調査対象である医療系娘・非医療系娘の年齢およ
び学年構成には有意な差を認め，学年進行による知識
の量の違いが結果に影響を及ぼす可能性が考えられた。
そのため，医療系・非医療系全体比較に加え 1,2 年生
と 3,4 年生別の分析結果が必要であった。 
本調査対象である母親は，その平均年齢から更年期
にあたり，わが国において乳がん罹患率が最も高い年
代にあった。医療系・非医療系ともに過去 2 年間の乳
がん検診受診割合は 50％を超えていた。平成 22 年国民
生活基礎調査による，わが国の 45～54 歳女性における
過去 2 年間の乳がん検診受診割合 45.0％と比べても高
い割合であり，乳がん検診に対する関心が高い集団で
あると考えられた。 
 日常会話を「よくする」「時々する」と回答した母娘
は医療系 93.6％，非医療系 97.1％であり，本研究は，
比較的良い母娘関係にある集団を対象としていると推
察された。 
 
２．医療系娘と医療系母親，非医療系娘と非医療系母
親の乳がんに関する知識・意識，伝達の実態 
医療系娘の乳がんに関する知識は，非医療系娘に比
べて有意に多く，乳がんへの関心は有意に高かった。
また，医療系娘の乳がん検診や乳がん知識，乳房自己
検診知識，知識の伝達には学年との関連がみられ，1,2
年生に比べて 3,4 年生において乳がん知識が多く，知
識伝達得点が高いという結果であった。すなわち，学
年が進行するほど乳がん知識が増え，娘の方からも母
親に多く伝達しているという特徴があった。本研究で
対象とした看護学専攻学生は，2年生時の専門基礎分野
の疾病に関する科目，3年生時の成人および母性看護学
の科目で乳がんに関する様々な専門知識を蓄積してい
る 12）。そして，3年生後期から 4年生前期にかけて約 8
カ月間の看護学実習を体験している。医療系 3,4 年生
は大学の講義や看護学実習を通して専門知識が積み重
ねられるため，医療系1,2年生に比べて知識が増える。
加えて，実習ではさまざまな健康レベルの患者に出会
い，生命や健康の大切さ，疾病予防や早期発見の重要
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性について学ぶ。これらが要因となり，母親への伝達
という行動に繋がっているのではないかと考える。医
療系娘の場合，乳がんに関する教育と学年は乳がん知
識，母親への伝達の重要な影響要因であり，医療系，
中でも 3,4 年生は，自身の乳がんに関する知識や乳が
ん検診の重要性，乳房自己検診体験などを自発的に母
親に伝達していることが示唆された。 
一方，非医療系娘の乳がんに関する知識は，医療系
娘や母親に比べて少なく，乳がんへの関心も低かった。
また，乳がん検診知識や乳がん知識，知識伝達得点，
乳房自己検診知識に学年差を認めなかった。対象とな
った教育学専攻学生には乳がんに関する教育を受ける
機会がほとんどないこと，まだ若く乳がんへの関心が
低いことなどが，医療系娘との知識・意識、伝達の差
として表れたといえる。 
医療系娘とその母親の比較では，娘と母親の乳がん
検診知識および乳がん知識得点に差はなく，乳房自己
検診知識に関しては娘の方が内容を詳しく知っていた。
また，娘と母親の知識伝達得点に差を認めなかった。
医療系娘は，すでに母親と同程度か，それ以上の乳が
ん知識があり，娘からも母親と同程度の伝達がなされ
ている，つまり，双方向に伝達されていることが示唆
された。また，乳がんへの関心，定期的な乳房自己検
診実施の意思得点に有意差を認めず，医療系娘は，母
親と同程度の乳がんへの関心の高さ，定期的な乳房自
己検診実施が必要という認識があると考えられた。先
行研究では，年齢が若いほど乳がんに関する知識や関
心は低い 5）が，医療系娘の知識や関心は，乳がん好発
年齢にある母親世代と差がないという実態が明らかと
なった。 
一方，非医療系娘と母親の比較では，母親の方が乳
がんに関する知識があり，母親から娘への伝達得点が
有意に高かった。非医療系娘と母親においては，主に
母親から娘へと乳がん知識が伝達されていると推察さ
れた。鈴木 10）が述べているように，母親は娘への役割
モデルとして，健康教育者，看護者としての役割を担
い，乳がんについて娘に伝達していると考えられた。
また、母親の方が乳がん意識は高く，これらの結果は
先行研究 5）と一致した。 
母娘間で乳がんに関する会話を「よくする」「時々す
る」は，医療系 17.8％，非医療系 12.4％であり、乳が
ん知識の伝達状況は 10 点満点中，3 点にも満たないこ
とから，乳がんや検診に関して話題にする娘と母親は
少ない現状が推察された。家庭で一般的に行われてい
る月経教育のように，家庭で乳がん検診教育を行うと
いう意識の普及が図れるような取り組みが必要とされ
る。 
乳がんに関して「話したことはない」は非医療系に
有意に多く，これらの結果から，医療系母娘の方が非
医療系母娘に比べて乳がんに関する会話が生じやすい
状況にあり，伝達が行われやすいと考えられた。また，
乳がん検診受診経験や乳房自己検診実施経験は伝達と
関連があることが示唆された。 
 
３．娘と母親世代に対する乳がん啓発教育のあり方 
 医療系娘と母親，非医療系娘と母親の乳がんに関す
る知識・意識，伝達の実態をふまえ，娘世代，母親世
代に対する乳がん啓発教育のあり方について考察する。 
１）娘世代への乳がん啓発教育 
 医療系娘と非医療系娘では，乳がん知識や意識に差
があったため，それぞれの特徴を踏まえた乳がん啓発
教育内容を検討する必要がある。 
医療系娘，特に 3・4年生は，母親に対する乳がん検
診受診行動の推奨者になり得ると考えられた。これま
で著者らは，医療系学生への教育の場で家族などにが
んやがん検診の知識を伝えることの意義を伝えていな
かった。今後，医療系娘世代には，家族の健康を維持・
促進する医療職者としての重要な役割，具体的には医
療系娘が持っている知識を積極的に母親に情報提供し，
母親の受診行動を促進する役割があることを伝えてい
くことが大切である。本調査では，乳がん検診を受け
ていない母親が医療系に 40.2％，非医療系に 31.5％認
められた。全国的にがん検診受診者の固定化傾向，受
診経験のない人の増加，受診間隔の長い人が増加して
いることが問題となっており 13），特に，このような受
診経験のない母親に対する医療系娘からの受診の勧め
が効果的である。 
非医療系娘の乳がんに関する知識は，医療系娘や母
親に比べて少なく，乳がんへの関心も低かった。非医
療系娘の場合，大学で乳がん啓発教育を受ける機会が
ほとんどなく，まだ若く乳がんへの関心が低い現状に
あるが、現在，わが国においては 30 歳代以上の若い女
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性の乳がん罹患の増加，若くして乳がんで死亡する女
性が増加していることが特徴的１）２）であり，問題とさ
れている。海外では，1990 年代頃から英国で提唱され
始めたブレストアウェアネス（Breast Awareness）と
いう考え方が注目され始めている。乳がんの早期発見
のために、女性が自分の乳房の変化に関心をもち、意
識すること、乳がん検診を受けようと意識することが
大切であるという考え方である 14）。この考え方を基盤
として，英国では 10 代前半の女子学生が，わが国の看
護学専攻学生や母親世代が学ぶような知識をすでに学
び，早い段階から乳房に関心を持つ機会を得ている 15）。
したがって，非医療系娘世代に対しても積極的な乳が
ん啓発教育の機会が望まれる。 
若い世代には，予防行動よりも健康増進行動として
自分の健康を意識してもらうことが重要であり 10），非
医療系娘に対する教育では，何よりもまず自分の乳房
に関心を持ってもらうことを優先する必要がある。非
医療系娘世代の場合，ブレストアウェアスの考え方を
基盤とした教育の機会を作り，乳房の発達と月経によ
る変化，正常な乳房と乳首，自分の乳房をみて触れて
みることの大切さ，乳房自己検診法，わが国の乳がん
の動向や検診知識などを提供していく必要がある。ま
た，母親世代の乳がんの動向にも触れ，大切な家族の
一員である母親の乳がん検診状況に気を配り，検診へ
と受診を促す役割があることを教育内容に加える必要
がある。 
２）乳がん好発年齢にある，母親世代への乳がん啓発
教育 
本研究結果から，乳がん知識の伝達は行なわれてい
るものの，乳がんについて話題にする娘と母親は少な
い現状が明らかとなった。本研究では，娘と母親が乳
がんに関する会話をしない理由を明らかにできていな
いが，医療系母親の場合，娘が乳がんに関する知識を
持っていると思うがゆえに母親が娘にあえて伝達しな
い可能性が考えられる。また，非医療系母親の場合，
娘よりも乳がんに関する知識は多く，意識も高いが，
母親が娘に伝える必要性を感じていない，また，母親
の適切な受診行動が無意識・意識的に娘に良い影響を
与える可能性があることを知らない，何をどのように
伝えていいかわからないなどの理由が考えられる。艮 16）
は、初経を経験する以前に家族などから月経について
教えられていると，初経を経験した際に肯定的な印象
を持つことができると報告している。母親の体験の伝
え方が今後の娘の乳がん検診受診行動に影響を及ぼす
と考えられるため，乳がんや乳がん検診に関する話題
も肯定的に伝えられることが重要である。また，竹原
ら 17）は，母親から娘への性と生殖に関する知恵の伝承
について「母親は西洋学的な知識は教えられなくても，
娘に伝えられる経験を十分に持っている」と述べてい
る。今回の結果でも，非医療系母親において，乳がん
検診受診経験者は未受診者よりも娘に多く乳がんに関
する知識を伝達していた。経験を伝えることは大切で
あり，母親は乳がん検診や乳房自己検診行動を通して，
自身の乳房の健康を大切にするという姿勢を娘に伝え
ていくことができると考えられる。 
したがって，今後はどのような情報をどのように娘
に伝えることが効果的なのかを検討し，その内容を乳
がん啓発教育で母親に情報提供していくことが重要で
ある。そして，娘と母親間で乳房や乳がんに関する話
題が上るようにし，家庭での母親から娘への乳がん検
診教育の普及が図れるような取り組みが必要とされる。 
 
Ⅶ．本研究の限界と課題 
対象者は有意に選択した 1 大学の女子大学生および
その母親である。一般化するためには，今後，別の対
象集団で調査を実施するなど更なる検討が必要である。 
本調査の回収率は，質問紙配布 515 組のうち，医療
系娘とその母親が 51.6％，非医療系娘と母親 35.0％で
あった。通常，郵送法による回収率は 20～30％といわ
れており 18），本調査が母娘をペアで対象としているこ
とも考慮して回収率は妥当である。しかし，有効回答
率から調査対象娘と母親の全体を反映しているとは言
い難く，母親の乳がん検診割合からも健康や乳がん検
診に対する関心がもともと高い集団である可能性が高
い。したがって，ここで得られた結果を考察し，今後
活用するにあたっては，これらのバイアスを十分に考
慮する必要がある。 
また，医療系・非医療系娘間の年齢および学年構成
には有意な差がみられ，医療系 3,4 年生に乳がん教育
経験者が多く，乳がんに関する知識があり，母親への
伝達が多く行なわれていた。今回は，非医療系 1,2 年
生と 3,4 年生の知識・意識，伝達に有意な差がみられ
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なかったため，学年全体による比較を試みたが，学年
構成割合の差が結果に影響を及ぼしている可能性があ
る。そのため，今後，学年構成を整えた検討が必要で
ある。 
最後に，乳がんに関する知識は知識の程度は問わず
に回答を求めた。そのため，「聞いたことがある」から
「詳しく知っている」までのすべてが知識に含まれて
いる可能性がある。 
 
Ⅷ．結論 
本研究は，医療系娘・非医療系娘とその母親の乳が
んに関する知識・意識，伝達の実態を明らかにし，新
たな乳がん啓発教育の基礎資料を検討することを目的
とした。医療系娘とその母親 87 組，非医療系娘とその
母親 89 組，計 176 組に無記名自記式質問紙調査を実施
し，以下の結論を得た。 
１． 医療系娘は，非医療系娘に比べて乳がんに関する
知識があり，意識が高く，母親への乳がん知識の
伝達が多かった。また，医療系娘は，学年が進行
するほど乳がん知識が増え，娘の方からも母親に
多く伝達しているという特徴があった。一方，医
療系母親と非医療系母親の乳がんに関する知
識・意識，娘への知識の伝達に差は認めなかった。 
２． 医療系娘と母親の乳がん知識,「乳がんへの関心」
「乳房自己検診実施の意思」には差を認めなかっ
た。また，医療系娘と母親間では双方向に乳がん
に関する伝達が行われていた。一方，非医療系娘
と母親では，母親の方が娘に比べて乳がん知識が
あり，意識が高かった。また，主に母親から娘へ
と乳がん知識が伝達されていた。 
３． 乳がん知識の伝達は行なわれているものの，乳が
んについて話題にする娘と母親は少ない現状が
明らかとなった。しかし，医療系母娘間の方が非
医療系母娘間に比べて乳がんに関する会話が生
じやすく，伝達が行われやすい状況にあった。 
４． 今後は，これまで実施してきた乳がん啓発教育に
加え，医療系女子大学生に対する乳がん検診プロ
モーターとしての教育，また，乳がんの好発年齢
世代だけでなく，非医療系の青年期世代の女性に
対するブレストアウェアネスの視点を取り入れ
た積極的な乳がん啓発教育が必要である。さらに，
母親と娘の伝達に着目した家庭での乳がん検診
教育普及が適切な受診行動と検診受診率向上に
効果的であると考えられ，その介入方法の検討と
実施および評価が課題である。 
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